
2020［令和２年］

№537
８月号

７月10日　海浜清掃活動 （海洋教育）

町立診療所常勤医着任� 2
第２回定例会� 4
ヒグマにご注意！� 8
最近の出来事� 9
町からのお知らせ� 10
国や道などからお知らせ� 12
本の海より・いきいきほのぼの文芸� 13

目
次



� 広報ふるびら�2020.8 2

� 特集

高
医
師
着
任
で
新
体
制
開
始

　
長
ら
く
常
勤
医
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
町
立
診
療
所
海
の
ま
ち

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
待
望
の
常
勤
医
、

高こ
う

　
大だ

い
て
つ哲

医
師
が
着
任
し
、
７
月
13

日
（
月
）
か
ら
所
長
と
し
て
診
療
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
診

療
体
制
は
水
曜
日
の
午
後
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
と
、
第

２
土
曜
日
の
午
前
中
が
診
療
日
と
な

り
ま
し
た
【
表
参
照
】
。
木
曜
日
の

午
後
に
行
っ
て
い
る
整
形
外
科
の
診

療
と
注
射
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
高
所
長
は
、
北
海
道
大
学
を
卒
業

後
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
50
年

近
く
医
師
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
人
生
の
集
大
成
を
日
本
の
地

域
医
療
に
捧
げ
、
同
年
代
の
健
康

を
守
る
べ
く
自
ら
フ
レ
イ
ル
予
防

(

左
ペ
ー
ジ
参
照)

を
実
践
す
る
な
ど
、

地
元
に
根
差
し
た
地
域
医
療
を
行
う

こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。
研

修
医
時
代
に
は
、
以
前
町
内
に
あ
っ

た
蓮
実
医
院
で
の
診
療
経
験
も
あ
り

ま
す
。

　

町立診療所海のまちクリニックの診療日程表

時間 日 月 火 水 木 金 土

午前
受付　 8:30～11:30

診療　 9:00～12:00 × ○ ○ ○ ○ ○ △ 
第２のみ

午後
受付　13:00～17:00

診療　13:30～17:30 × ○ ○ × ○ ○ ×

※木曜日の午後は整形外科の注射ができます。

　注射を希望の方は３時半までに受付してください。

町
立
診
療
所
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

常
勤
医
着
任
で
週
５
の
安
定
診
療
へ
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特集

●名前

　高　大哲（こう　だいてつ）

●年齢

　７５歳

●出身

　京都市

●趣味

　スキー、登山、音楽　など

●経験科目

　血液内科、腫瘍内科

●資格・免許

　・日本内科学会総合内科専門医

　・米国内科専門医認定資格

　・米国医師州免許試験合格認定

●経歴

Ｓ45　 北海道大学医学部卒業後札幌市

などの病院に勤務

Ｓ47　 アメリカに渡り、大学病院でイ

ンターン、勤務医、ローチェス

ター大学医学部で講師などを経

験

Ｈ14　 ＮＹ州で血液・腫瘍内科のコン

サルタント開業医となる

Ｒ 元　 帰国し、岩手県八幡平市の診

療所に勤める

Ｒ ２　 古平町立診療所海のまちクリ

ニックの所長就任

～プロフィール～

就任のご挨拶
　懐かしい街、古平の海のまちクリニック所長に７月１

日に就任しました高　大哲です。

　その昔、私が未だ駆け出しの医者だった頃、古平の蓮

実医院に勤務した経験があり、学生時代からの知己であ

る前所長草野先生の地域医療への努力成果の後を受け継

いで、古巣に戻る輪廻に感ひとしおです。

　過去50年近く、私は米国の臨床医療、血液・腫瘍内科

に携わってきましたが、今回日米医療相互の良き点を取

り入れながら古平の街に合った医療を、貞村町長指導の

下、行政の方々、町の皆さん、運営支援をして頂いてい

る協会病院の先生方、そしてクリニックのスタッフと共

に考え健康維持に邁進してゆきたいと思います。

　医食同源と言われますように、健康は医療だけでなく、

生活習慣や生きることへの考え方等に拠る所が大だと言

われて来ました。古平の街をそのモデルとなれるよう、

町の方々とご一緒に進みたい、というのが私の夢です。

 高　大哲

高先生が取り組むフレイルとは

『年をとって体や心の働きや社会的なつながりが弱くなった状態』のことです。そのまま放置すると、

要介護状態になる可能性があります。大事なことは早めに気付き適切な取り組みを行うことです。

健康な状態 フレイル 要介護状態

どうなったらフレイル？

① おいしくものが食べられなくなった②疲れやすく何をするのも面倒だ③体重が以前より減ってきた

などはフレイルかも。次のことに気を付けて日常生活を送りましょう。

フレイル予防の３つのポイント

①栄　　養　バランスの取れた食事を３食とりましょう。

②身体活動　ウォーキングやストレッチなど日常的に運動を心がけましょう。

③社会参加　趣味やボランティアなどの外出を心がけましょう。



� 広報ふるびら�2020.8 4

� 議会

第
２
回
定
例
会

�
行
政
報
告
（
抜
粋
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

①
町
の
感
染
予
防
対
策

　

町
で
は
、
国
が
２
月
25
日
に
決
定
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基

本
方
針
を
受
け
、
翌
２
月
26
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会
議
を

設
置
し
感
染
拡
大
の
防
止
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

国
は
、
４
月
16
日
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
、
緊

急
事
態
宣
言
の
対
象
区
域
を
全
国
の
都
道

府
県
に
拡
大
し
、
北
海
道
は
特
に
重
点
的

に
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
特
定
警
戒

都
道
府
県
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
翌
４
月
17
日
に
感
染
症

対
策
連
絡
会
議
を
感
染
症
対
策
本
部
に
格

上
げ
し
、
国
や
北
海
道
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
、

町
有
施
設
の
休
館
、
漁
港
や
古
平
川
の
河

口
に
行
動
自
粛
の
看
板
設
置
な
ど
を
行
い
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
収
束
が
全
く
見
え
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践

な
ど
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
と
町
民
の

皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
町
有
施
設
等
の
予
防
対
策

　

古
平
家
族
旅
行
村
は
、
感
染
予
防
対
策

と
ヒ
グ
マ
の
行
動
範
囲
内
で
あ
り
、
安
全

性
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度

の
営
業
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

　

海
水
浴
場
の
届
出
は
行
っ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
監
視
員
の
配
置
や
環
境
整
備
を

行
っ
て
き
た
歌
棄
海
水
浴
場
も
、
今
年
度

の
開
設
を
休
止
し
ま
す
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
も
、

夜
間
は
十
分
な
換
気
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
利
用
時
間
を
短
縮
し
開
設
し

ま
す
。

　

そ
の
他
の
町
有
施
設
や
町
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
も
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
対
応
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
緊
急
経
済
対
策

　

国
で
は
、
①
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
医

療
提
供
体
制
の
整
備
、
②
雇
用
の
維
持
と

事
業
の
継
続
、
③
官
民
を
挙
げ
た
経
済
活

動
の
回
復
、
④
強
靭
な
経
済
の
構
築
、
⑤

今
後
の
備
え
を
５
つ
の
柱
と
し
た
経
済
対

策
を
４
月
７
日
及
び
４
月
20
日
に
閣
議
決

定
し
、
地
域
経
済
、
住
民
生
活
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
た
交
付
金
や
子
育
て
世
帯
へ

の
給
付
金
な
ど
を
創
設
し
、
国
の
補
正
予

算
の
成
立
時
期
や
補
助
事
業
の
決
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
市
町
村
の
補
正
予
算
の
早
期

編
成
・
成
立
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
外
出
自
粛
要
請
や
休
業
要
請

が
続
き
、
個
人
消
費
や
生
産
活
動
の
縮
小

な
ど
町
内
経
済
が
大
変
厳
し
い
局
面
に
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
緊
急
経
済
対
策
の
第

１
弾
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
へ
の
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
、
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
、
町
単
独
事

業
と
し
て
、
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る

社
会
経
済
活
動
の
維
持
・
継
続
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
①
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
支
援
事
業
、
②
小
規
模
事
業
者

支
援
給
付
金
事
業
、
③
灯
油
等
購
入
助
成

事
業
の
３
事
業
に
つ
い
て
、
早
急
な
事
業

実
施
の
た
め
、
４
月
21
日
付
け
で
必
要
な

経
費
の
補
正
予
算
を
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
専
決
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を

支
援
し
地
方
創
生
を
図
る
た
め
、
国
の
経

済
対
策
に
お
け
る
５
つ
の
柱
に
対
応
し
た

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
、

第
１
次
交
付
分
と
し
て
、
４
９
３
３
万
４

千
円
を
交
付
限
度
額
と
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
第

２
弾
の
経
済
対
策
と
し
て
、
町
内
の
実
情

に
応
じ
、
き
め
細
か
に
必
要
な
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
感
染
防
止
対
策
と
医
療

提
供
体
制
の
整
備
や
強
靭
な
経
済
構
造
の

構
築
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
目
的
と

す
る
町
単
独
事
業
と
教
育
環
境
の
充
実
の

た
め
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
等
に
係
る

国
庫
補
助
事
業
の
必
要
経
費
の
追
加
に
つ

い
て
、
補
正
予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
の
地
方
負
担
を

対
象
と
す
る
第
２
次
交
付
分
、
６
月
12
日

に
成
立
し
た
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
よ

る
追
加
交
付
分
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
第
３
弾
の
経
済
対
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
弾
の
対
策
で
あ
る
特
別
定

額
給
付
金
の
支
給
は
、
１
６
７
８
世
帯

(

96
・
７
％)

、
２
８
６
５
人(

97
・
２
％)

が
給
付
済
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
交
付

金
は
、
国
と
北
海
道
の
公
務
員
の
児
童
を

除
く
、
全
て
の
対
象
児
童
２
４
０
名
に
支

給
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
持
続
化
給
付
金
の
決
定
額
の
１

０
％
を
町
が
独
自
に
給
付
す
る
、
小
規
模

事
業
者
経
営
支
援
給
付
金
事
業
は
、
６
月

１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
６
月
17
日
現

在
で
個
人
事
業
主
23
件
、
法
人
３
件
の
計

26
件
か
ら
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
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議会

●
町
立
診
療
所（
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

常
勤
医
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
町
立
診
療
所
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
５
名
の
医
師
と
面
談
を
行
い
、
岩

手
県
八
幡
平
市
の
田
山
診
療
所
、
人
口
約

１
４
０
０
人
の
地
区
で
唯
一
の
医
療
機
関

の
所
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
医
師
、
高

（
こ
う
）
大
哲
（
だ
い
て
つ
）
さ
ん
（
75
歳
）

を
７
月
１
日
付
け
で
採
用
し
、
７
月
13
日

か
ら
常
勤
で
の
診
療
開
始
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

高
医
師
は
、
京
都
市
出
身
で
北
海
道
大

学
を
卒
業
後
、
札
幌
市
な
ど
の
病
院
に
勤

務
、
１
９
７
２
年
に
米
国
に
渡
り
、
50
年

近
く
勤
務
医
、
開
業
医
と
し
て
過
ご
し
昨

年
11
月
に
帰
国
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
研
修
医
時
代
に
は
、
当
町
の
蓮
実
医

院
で
代
診
医
と
し
て
診
察
を
し
た
経
験
も

あ
る
医
師
で
す
。

　

人
生
の
集
大
成
を
日
本
の
地
域
医
療
に

捧
げ
、
同
世
代
の
健
康
を
守
っ
て
い
こ
う

と
、
自
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を
実
践
し
、
日

本
内
科
学
会
総
合
内
科
専
門
医
、
米
国
内

科
専
門
医
認
定
資
格
な
ど
を
お
持
ち
で
す
。

　

７
月
以
降
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

高
医
師
の
診
療
を
中
心
に
引
き
続
き
社
会

福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
の
協
力

を
得
て
、
一
次
医
療
の
提
供
を
目
的
に
運

営
を
行
い
、
地
域
医
療
の
充
実
、
介
護
医

療
院
の
開
設
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
調
剤
業
務
を
３
月
末
で
終
了
し

ま
し
た
。
旧
な
る
み
薬
局
跡
に
、
３
月
16

日
か
ら
調
剤
薬
局
「
い
し
ば
し
あ
き
ら
薬

局
」
が
開
局
し
て
い
た
た
め
、
混
乱
は
な

か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
等
の
建
設

　

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
建
設
工
事
は
、

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
で
議
決
を
い
た

だ
き
、
４
月
３
日
に
契
約
を
締
結
、
着
工

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
杭
工
事
が
終

了
し
掘
削
を
中
心
と
す
る
土
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
12
月
の
上
棟

に
向
け
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
事
業
補
助
金
の
交
付

決
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
高
度
化
工
事
の
契
約
議
案
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

●
火
葬
場
建
設
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
３
月
26
日
に
実
施
を
予
定
し

て
い
た
火
入
れ
式
を
中
止
し
、
同
日
か
ら

供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
火
葬
場
は
、
解
体
準
備
を
進

め
て
お
り
、
先
日
の
入
札
で
実
施
設
計
業

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

早
け
れ
ば
７
月
末
頃
か
ら
解
体
を
始
め
、

雪
が
降
る
ま
で
に
は
外
構
工
事
を
終
え
る

予
定
で
す
。
お
盆
の
墓
参
り
に
よ
る
通
行

が
多
い
時
期
に
工
事
が
重
な
り
、
町
民
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
山
菜
採
り
遭
難
事
故
及
び
ヒ
グ
マ
対
策

　

５
月
15
日
に
出
戸
の
沢
地
区
で
発
生

し
た
、
山
菜
採
り
の
遭
難
事
故
で
す
が
、

15
・
16
日
と
２
日
間
に
わ
た
り
猟
友
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
警
察
、
消
防
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
役
場
職
員
な
ど
で
捜
索
を
行
い

ま
し
た
が
、
遭
難
者
の
発
見
に
は
至
ら
ず
、

見
つ
か
っ
た
所
持
品
か
ら
ヒ
グ
マ
に
襲
わ

れ
た
可
能
性
が
高
く
捜
索
を
打
ち
切
ら
ざ

る
を
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
人
間
を
襲
う
可
能
性
が
あ
る

問
題
個
体
の
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
た
と
判
断

し
、
北
海
道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
に
定
め
る

第
三
段
階
の
措
置
で
あ
る
対
策
本
部
の
設

置
、
付
近
へ
の
入
山
禁
止
の
周
知
、
猟
友

会
に
よ
る
朝
夕
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
２
週
間

実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
捕
獲

用
箱
ワ
ナ
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
問
題
個
体
の
ヒ
グ
マ
の
捕
獲
、

入
山
禁
止
の
周
知
徹
底
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署
小
型
積
載

車
の
重
量
超
過

　

平
成
31
年
４
月
に
判
明
し
た
、
古
平
支

署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
１
台
が
、
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
車
両
総
重
量
を
超
過
し
て
い
た
問

題
に
つ
い
て
、
消
防
組
合
か
ら
令
和
２
年

４
月
に
報
告
書
案
の
提
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
該
車
両
は
、
入
替
え
前
の
車
両
が
、

増
加
す
る
救
助
資
機
材
へ
の
対
応
が
で
き

て
お
ら
ず
、
短
期
間
で
の
入
れ
替
え
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
措
置
の
際
に
は
、

大
型
車
両
で
の
購
入
検
討
を
町
か
ら
指
示

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
組
合
の
判

断
で
購
入
し
た
車
両
で
あ
り
、
町
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
原
因
究
明
・
速
や
か
な
是

正
・
再
発
防
止
策
の
徹
底
・
情
報
の
公
開
・

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
よ
う
迅
速
な

対
応
を
消
防
組
合
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
組
合
で
は
、
原
因
究
明
と
し
て
車

種
選
定
、
仕
様
書
、
完
成
検
査
の
妥
当
性

の
検
証
、
車
検
申
請
書
類
等
の
適
正
性
の

検
証
、
打
ち
合
わ
せ
記
録
の
検
証
を
行
い
、

①
結
果
的
に
車
種
選
定
に
無
理
が
あ
っ
た

こ
と
、
②
仕
様
書
に
不
明
確
な
部
分
が

あ
っ
た
こ
と
、
③
打
ち
合
わ
せ
記
録
の
事

務
処
理
に
お
い
て
不
完
全
な
部
分
が
あ
っ

た
こ
と
、
④
完
成
検
査
の
手
続
が
不
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
消
防
組
合
本
部

と
支
署
の
連
携
強
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

関
係
職
員
の
処
分
を
検
討
す
る
と
の
内
容

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
で
す
が
、
北
後
志
消
防
組
合
は

自
賄
い
方
式
で
す
の
で
、
今
年
度
中
に
、

重
量
超
過
の
解
消
と
古
平
町
に
必
要
な
消

防
力
の
検
討
を
行
い
、
古
平
支
署
に
配
備

す
る
車
両
の
あ
り
方
を
町
、
支
署
、
消
防

団
、
消
防
組
合
本
部
で
十
分
な
協
議
を
行

い
進
め
て
い
き
ま
す
。
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教
育
行
政
報
告
（
抜
粋
）

●
学
校
教
育
活
動

　

小
・
中
学
校
で
は
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

行
い
な
が
ら
、
４
月
６
日
に
新
入
学
生
、

教
職
員
、
保
護
者
の
み
で
入
学
式
を
行
い
、

他
の
学
年
も
同
日
に
始
業
式
を
行
い
、
４

月
17
日
ま
で
の
２
週
間
に
前
学
年
で
指
導

で
き
な
か
っ
た
学
習
の
補
充
を
中
心
に
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
16
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
が

全
都
道
府
県
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

北
海
道
教
育
委
員
会
の
要
請
を
受
け
、
４

月
20
日
か
ら
小
・
中
学
校
は
臨
時
休
業
と

な
り
、
結
果
と
し
て
５
月
31
日
ま
で
休
業

期
間
を
延
長
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

臨
時
休
業
期
間
中
、
小
・
中
学
校
で
は
、

年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
家
庭
学
習
の
た
め
の
課
題
等
を
配
付

し
、
分
散
登
校
日
を
設
け
る
な
ど
し
て
学

習
状
況
の
把
握
や
学
習
方
法
の
指
導
、
健

康
状
態
等
の
把
握
等
を
行
い
、
５
月
18
日

以
降
は
登
校
回
数
を
増
や
し
て
授
業
を
行

う
な
ど
、
学
校
再
開
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
か
ら
は
、
小
・
中
学
校
と
も

に
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
な
が
ら
学
校
を

再
開
し
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
感
染
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
感
染
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す

る
と
と
も
に
、
長
期
休
業
期
間
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
年
度
内
に
学
習
指
導
要
領

に
示
さ
れ
た
内
容
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
実
施
し
て
い
る
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
は
今
年
度
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
第
４
地
区
教
科
書
採
択

　

小
・
中
学
校
の
教
科
書
は
、
原
則
４
年

ご
と
に
採
択
替
え
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
本
町
の
教
科
書
は
後
志
管
内
の
町

村
で
構
成
さ
れ
る
第
４
地
区
教
科
書
採
択

教
育
委
員
会
協
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
使
用
す

る
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
中
学
校

用
教
科
書
の
採
択
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
担
当
教
職
員
で
構
成
さ
れ

る
調
査
委
員
会
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
８

月
上
旬
を
目
途
に
協
議
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
す
。

●
教
育
環
境
の
整
備

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ

て
、
小
・
中
学
校
の
校
内
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
高
速
大
容
量
化
す
る
た
め
に
、

５
月
27
日
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
委
託
期
間
は
令

和
３
年
１
月
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
整
備
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
１
端
末
を
整
備

す
る
た
め
の
情
報
機
器
購
入
に
係
る
補
正

予
算
案
を
本
定
例
会
で
提
案
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

今
年
度
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
学

校
長
な
ど
10
名
を
委
員
と
す
る
古
平
町
学

校
運
営
協
議
会
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
会
議
を
５
月
27
日
に
開
催
し
、

小
・
中
学
校
の
運
営
の
基
本
方
針
の
承
認

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
学
校
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
、
人
材
の
確
保
な
ど
を
進
め
、
古

平
の
子
ど
も
は
古
平
全
体
で
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
教
育

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
の

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、
５
月
31
日
ま
で

休
館
と
し
て
い
た
文
化
会
館
と
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
健
康
確
認
な
ど
の
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
て
６
月
か
ら
再
開
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
基
づ
い
た
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

青
少
年
教
育
及
び
高
齢
者
教
育
の
一
環

で
あ
る
「
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
王
国
」、「
た

け
な
わ
学
級
」
も
、
６
月
下
旬
か
ら
開
講

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
学
習
習
慣
の
定
着
と

基
礎
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
「
放
課
後

ふ
る
び
ら
塾
」
も
小
学
校
の
学
習
活
動
と

連
携
し
て
、
６
月
下
旬
か
ら
実
施
し
、
基

礎
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

永
年
、
議
会
議
員
と
し
て
地
域
振
興

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
木
村
輔
宏
議
員
と

岩
間
修
身
議
員
が
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

６
月
18
日
に
堀
清
議
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。㊤

木
村
議
員
　
㊦
岩
間
議
員
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議会

第
２
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

　

６
月
18
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
定
例
会

で
は
、
次
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
承
認
第
２
号
〉　

 
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
２
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て[

古
平
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例]

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
当
条
例

に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
承
認
第
３
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
３
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て[

古
平
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例]

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
当
条
例

に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
承
認
第
４
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
４
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て[

令
和
２
年
度
古
平
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）]

　

現
行
予
算
に
３
憶
３
６
９
２
万
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
49
億
９
１
９
２

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容

は
、
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
に
係
る
増
額

補
正
で
す
。

〈
議
案
第
29
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

令
和
２
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

現
行
予
算
に
１
３
０
７
万
７
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
50
億
５
０
０
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
小

中
学
校
や
町
立
診
療
所
の
備
品
購
入
費
な

ど
で
す
。

〈
議
案
第
30
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
当
税
条

例
に
所
要
の
改
正
を
行
い
、
納
税
者
に
対

し
税
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
31
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
当
条
例

の
引
用
す
る
条
項
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
32
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
当

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行
い
、
国
保
税
の

減
免
の
特
例
規
定
の
追
加
を
行
う
も
の
な

ど
で
す
。

〈
議
案
第
33
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

引
用
し
て
い
る
法
律
の
名
称
変
更
に
伴

い
、
当
条
例
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
34
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
改

正
す
る
施
行
令
が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
本

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
35
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
改
正
す
る
施
行
令
が
定

め
ら
れ
た
た
め
、
本
条
例
に
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
36
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

当
計
画
の
変
更
す
る
た
め
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
６
条
第
７
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
37
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
の
種
類

　

 

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
高
度
化
工
事
（
第
１
工
区
）

契
約
金
額　

１
億
２
０
６
７
万
円

契
約
相
手
方

　

大
成
建
設
株
式
会
社
札
幌
支
店

　

な
お
、
本
案
件
は
契
約
金
額
に
よ
り
議

会
の
議
決
に
付
す
案
件
で
す
。

〈
報
告
第
１
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
同
意
〉

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４

６
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
２

年
度
に
繰
越
し
た
こ
と
を
議
会
に
報
告
す

る
も
の
で
す
。

〈
同
意
第
１
～
５
号
〉 

　
　

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

古
平
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
池

田
範
彦
さ
ん
、
瀧
野
友
和
さ
ん
、
金
澤
順

悦
さ
ん
、
柴
田
逸
昭
さ
ん
、
堀
清
さ
ん
を

任
命
す
る
た
め
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
同
意
第
６
号
〉 

　
　

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

古
平
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
と

し
て
、
堀
江
昭
夫
さ
ん
を
任
命
す
る
た
め

に
地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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� 役場

ヒ
グ
マ
と
は

 

体
長 

　
オ
ス
約
２
ｍ

　
メ
ス
約
1.5
ｍ

 

体
重 

　
オ
ス
１
５
０
～
３
０
０
ｋ
ｇ

　
　
　
　
メ
ス
１
０
０
～
２
０
０
ｋ
ｇ

 

行
動
範
囲 

　
オ
ス
　
数
１
０
０
㎢

　
　
　
　
　
　
メ
ス
　
数
10
㎢

 

移
動
速
度 

　
最
大
約
時
速
50
㎞

 

年
間
の
行
動 

　
春
　
冬
眠
か
ら
覚
め
る

　
夏
　
繁
殖
期

　
秋
　
冬
眠
に
向
け
大
量
に
食
べ
る

　
冬
　
冬
眠
に
入
る

 

特
徴 

①
犬
よ
り
も
優
れ
た
嗅
覚

②
夕
方
か
ら
朝
方
に
か
け
て
行
動
が
活
発

③
逃
げ
る
も
の
を
追
い
か
け
る

④
気
に
入
っ
た
エ
サ
へ
執
着
心
が
高
い

⑤
学
習
能
力
が
高
い

町
の
対
策

　
役
場
で
は
ヒ
グ
マ
に
関
す
る
情
報
が

あ
っ
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
役
場
は
猟
友
会
と
と
も
に
ま
ず
は
現
地

確
認
を
行
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、
猟

友
会
に
よ
る
朝
夕
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施

し
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
、
す
で
に
熊
は

逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
緊
急
性
は

低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
注
意
を
促
す
た

め
防
災
無
線
や
看
板
で
出
没
な
ど
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
目
撃
情
報
が
役
場
に
入
る
こ
と
が
数
日

後
の
場
合
で
あ
っ
て
も
同
じ
理
由
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
！

① 

餌
と
な
る
も
の
を
屋
外
に
置
か
な
い
捨

て
な
い

② 

入
山
は
明
る
い
時
間
に
、
複
数
人
で
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
を
出
し
て

③ 

フ
ン
や
足
跡
な
ど
の
痕
跡
に
注
意
し
、

見
つ
け
た
ら
引
き
返
す

④ 

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
ら
、
慌
て
ず
、
騒

が
ず
、
背
を
向
け
ず
に
後
ず
さ
り
す
る

◇
お
問
合
せ
先

　
役
場
産
業
課
農
林
水
産
係

　
☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
53
）

ヒグマ目撃・痕跡情報（7/7時点）

①5/15　鴨居木地区　　　痕跡情報

②6/12　泥ノ木橋付近　　目撃情報

③6/17　栄町地区　　　　痕跡情報

④6/20　明和集会所付近　目撃情報

⑤6/27　泥ノ木地区　　　痕跡情報

⑥7/ 1   　小学校付近　　　目撃情報

町内でヒグマによる目撃・痕跡情報が相次

いでいます。そこで今月号では、ヒグマの

特徴や注意点、役場の対応をお知らせしま

す。

ヒグマに
ご注意ください！

設置している箱わな

ヒグマ対策手順

①猟友会へ見回りの依頼

（発見場所にヒグマが

居座り住民被害が発

生するような場合は

捕獲）

②�防災無線や看板など

での注意喚起

【必要に応じて】

③箱わなの設置

④対策本部の設置
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出来事

商品券発売に並ぶようす

総理大臣メッセージと知事メッセージ伝達のようす

町施策に対し質問するようす

古平町商工会が、文化会館と商工会事務所でプレミ
アム商品券の販売を開始しました。販売会場では、新
型コロナウイルス感染防止のため、人と人との間隔を
空けたり、換気が行われるなどの対策が取られていま
した。
今年は、プレミアム率30％で、現金１万円で
13000円分の商品券１組が１世帯あたり５組まで購
入できます。使用期限は７月１日から12月31日まで
の半年間です。
また、会場では、国が支給したマスクの回収ボック
スも設置され、計58枚の寄付が集まりました。

６
15 商品券で町内消費を拡大

古平町商工会プレミアム商品券発売

毎年行われている社会を明るくする運動の車両パレ
ードと住民集会は、新型コロナウイルスの影響で中止
となりました。
代わりに余市地区保護司会後藤会長が町長室で、内
閣総理大臣メッセージと北海道知事メッセージを読み
上げ、貞村町長に手渡しました。

６
24 内閣総理大臣メッセージを伝達

社会を明るくする運動

今年度第１回目の町内会長会議が文化会館で行われ
ました。
貞村町長の挨拶後、『新型コロナウイルス対策』『町
立診療所の運営』『高齢者支援施策』の３つの町重要
施策について担当課長から説明がありました。また、
町からは今年度始まった『借り上げバス利用費補助金』
についても説明があり、町内会長は「補助金の申請は
町内会で年に１度まで？」「申請書類の手続きが難し
いのでは？」などの質問に対し、町長らが回答してい
ました。
その他、町内会長から古平川の堤防の進捗状況やヒ
グマの出没情報などについての質問があり、積極的な
議論が交わされていました。

７
３ 重点３施策などについて議論
第１回町内会長会議
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� お知らせ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
が
利
用
し
や

す
い
図
書
室
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
本
の
ラ
ベ
ル
貼
り
や
本

棚
の
整
理
、
図
書
室
の
装
飾
作
成
な
ど
で
、

特
別
な
資
格
は
必
要
な
く
、
活
動
時
間
も

都
合
の
付
く
と
き
だ
け
で
す
。

　

ぜ
ひ
古
平
町
の
図
書
室
づ
く
り
に
皆
さ

ま
の
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象
者
　

① 

図
書
室
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
で
町

内
に
在
住
し
て
い
る
方

②
特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

●
活
動
内
容

① 

書
架
の
整
理
・
図
書
資
料
の
整
備
（
本

の
カ
バ
ー
が
け
な
ど
）

② 

常
設
展
示
や
特
別
展
な
ど
の
掲
示
物
の

作
成

③ 

そ
の
他
自
主
的
に
活
動
し
た
い
内
容
が

あ
れ
ば
相
談
し
ま
す

●
活
動
日
時

　

図
書
室
の
開
館
日
と
し
、
午
前
９
時
～

12
時
、
午
後
１
時
～
４
時

※
ご
都
合
の
つ
く
時
間
だ
け
で
結
構
で
す

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

☎
42-

２
３
０
０
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

後
志
町
村
会
で
は
令
和
３
年
４
月
１
日

以
降
に
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
試
験
区
分

　

一
般
事
務
職
（
初
級
・
上
級
）

○
職
務
内
容

　

町
村
長
部
局
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
一

般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

初
級　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

上
級　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
１
次
試
験
日
時

　

令
和
２
年
９
月
20
日
（
日
）
８
時
半
～

○
１
次
試
験
場
所

　

倶
知
安
町
南
３
条
西
２
丁
目

　

ホ
テ
ル
第
一
会
館

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

○
申
込
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
載
後
、
役
場
総
務
課

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係　

　
☎
42-

２
１
８
１

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
『
現

況
届
』
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
『
所
得

状
況
届
』
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。
対
象

者
に
は
８
月
上
旬
頃
に
、
役
場
か
ら
案
内

を
郵
送
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当

　

父
（
母
）
が
い
な
い
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
等
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も

の
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
（
満
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
給
で
き
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
こ
ん
な
手
当
が
あ
り
ま
す

■
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
者
（
満
20
歳
以
上
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
児
（
満
20
歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
等
を
受
給

で
き
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は
町
民
課
窓
口
で
お

渡
し
し
ま
す
。

◇
申
請
・
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
社
会
福
祉
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
57
）

古
平
町
職
員
等
を
募
集
し
ま
す

文
化
会
館

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

各
種
手
当
を
受
け
る
た
め
に

◆手当の支給額と支給月

手当の種類 支給月額 支給月

特別児童
扶養手当

１級
(重度)

52,500円

4.8.11月
２級

(中程度) 34,970円

特別障害者手当 27,350円
2.5.8.11月

障害児福祉手当 14,880円

※令和２年４月現在
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お知らせ

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択

捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
は
我
が
国
固
有

の
領
土
で
す
。
し
か
し
75
年
に
わ
た
っ
て

ソ
連
・
ロ
シ
ア
に
よ
り
不
法
占
拠
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
返
還
は
日
本
国
民
の
悲
願
で

す
。

　

国
で
は
２
月
と
８
月
を
「
北
方
領
土
返

還
運
動
全
国
強
調
月
間
」
、
２
月
７
日
を

「
北
方
領
土
の
日
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
国

民
の
一
致
し
た
力
強
い
世
論
が
必
要
で
す
。

強
調
月
間
に
併
せ
て
北
方
領
土
問
題
に
関

す
る
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

北
方
領
土
四
島
返
還
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
返
還
へ

　
　
　

未
来
志
向
の

　
　
　
　
　
　

対
話
と
交
流
」

７月１日付
救急係

北
きた
嶋
しま
大
たい
暉
き

秋田県北秋田市出身

　７月１日から北後志消

防組合古平支署に勤める

ことになりました北嶋大

暉です。海がある町に住

むのは初めてになり、新

鮮でこれから楽しみです。

自然豊かなこの町を守る

ため、１日でも早く消防

業務を覚えて古平町に貢

献できるように頑張りま

す。よろしくお願いしま

す。

■
新
採
用
の
消
防
職
員

　

役
場
町
民
課
に
は
、
ル
ー
ル
違
反
の
ご

み
出
し
の
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

プ
ラ
や
不
燃
用
ご
み
袋
に
生
ご
み
が

入
っ
て
い
て
放
置
さ
れ
て
い
る
、
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ー
パ
ー
の
回
収
袋
に
金
属
や
板
な
ど

が
混
入
し
て
い
る
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
が

立
て
続
け
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
違
反
物

が
混
入
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
は
、
回
収
不

能
に
な
り
、
ほ
か
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

る
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
機
械
が
破

損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
み
出

し
の
ル
ー
ル
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
出
し
で
不
明
な
点
は
、
配
布
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認
す
る
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
０
１
３
５-

42-

２
１
８
１

守
ろ
う
！
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

北
方
領
土
返
還
へ

 

８
月
は
強
調
月
間

　

今
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
熱
中
症
予
防
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
の
中
で
の
作
業
や
運
動
を
避
け
、

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
な

水
分
補
給
や
、
汗
を
多
く
か
い
た
時
の
塩

分
補
給
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
暑
さ
を
感

じ
に
く
い
お
年
寄
り
や
、
自
分
で
体
調
管

理
が
で
き
な
い
乳
幼
児
な
ど
が
い
る
ご
家

庭
で
は
、
室
内
で
も
換
気
を
十
分
に
し
、

風
通
し
の
良
い
涼
し
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
マ
ス
ク
も
状
況
に
応
じ
て

着
脱
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
台
で
は
、
石
狩
・
空
知
・
後
志
地

方
で
当
日
の
最
高
気
温
が
33
℃
以
上
に
な

る
と
予
想
し
た
場
合
に
は
「
石
狩
・
空

知
・
後
志
地
方
高
温
注
意
情
報
」
を
発
表

し
ま
す
。
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
は
、

熱
中
症
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
熱
中
症
に

関
す
る
情
報
を
集
め
た
ペ
ー
ジ
「
熱
中
症

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
管
区
気
象
台 
天
気
相
談
所

　

☎
０
１
１-

６
１
１-
０
１
７
０

今
夏
は
「
感
染
症
」
と

 

「
熱
中
症
」
に
注
意

～
高
温
に
関
す
る
情
報
の
活
用
～

ミックスペーパー収集袋に入っていた金属ごみ
（栄養ドリンクのふた、ジャムのふたなど）

７月１日付
警防係

加
か
藤
とう
裕
ゆう
貴
き

滝川市出身

　はじめまして。７月１

日から北後志消防組合古

平支署で働くことになり

ました。古平町は海と山

があり自然豊かな町だと

感じています。まだ慣れ

ないことばかりですが、

町民の皆さんが安心安全

に暮らしてもらえるよう

に信頼される職員になり

たいです。
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� 情報

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
！

　

法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い

て
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や

虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
８
月
28
日
（
金
）
か

ら
９
月
３
日
（
木
）
ま
で
は
全
国
一
斉
『
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』
強
化
週
間
で
す
。

期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
を
延
長
し
て
、

土
日
も
対
応
し
ま
す
。

○
受
付
時
間　

平
日
８
時
半
～
17
時
15
分

○
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
半
～
19
時

　

土
日　

10
時
～
17
時

◇
お
問
合
せ
先

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航

空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
・
予
備
自
衛
官
補
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の

採
用
年
齢
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

北
海
道
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

　

北
海
道
警
察
官
の
仕
事
は
多
種
多
様
で

す
。
警
察
官
と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
採
用
予
定
人
数

　

男
性
Ａ
区
分　

１
６
０
名

　

女
性
Ａ
区
分　

50
名

　

男
性
Ｂ
区
分　

１
５
５
名

　

女
性
Ｂ
区
分　

55
名

○
受
付
期
間　

８
月
21
日
（
金
）

○
１
次
試
験　

９
月
21
日
（
月
・
祝
）

○
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
中
旬

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
警
察
余
市
警
察
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

０
１
１
０

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
生
徒
募
集

　

当
校
は
、
国
土
交
通
省
所
管
の
学
校
で
、

船
舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、

卒
業
生
は
海
運
界
な
ど
の
関
連
産
業
を
中

心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
選
抜
区
分　

Ａ
Ｏ
入
試
８
月
22
日
、
指

定
校
推
薦
入
試
９
月
19
日
、
自
己
推
薦
入

試
10
月
24
日
、
一
般
入
試
１
月
23
日

◇
お
問
合
せ
先

　

岩
手
県
宮
古
市
磯
鳥
２-

５-
10

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
教
務
課

　

☎
０
１
９
３-

62-

５
３
１
６

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
え
ま
せ
ん
か
？

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ま
の
お
薬
代
の
負
担
軽
減
や
健

康
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
今
後

の
医
療
費
や
保
険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
」
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
処
方
に
つ
い
て
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
禁
煙

啓
発
活
動
を
通
じ
て
加
入
者
の
皆
さ
ま
の

健
康
を
守
る
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２（
代
表
）

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

８
月
19
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
。
要
事
前
予
約

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
町
役
場
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　

☎
０
１
３
５-

21-

２
１
１
１

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
よ
り

　

当
校
で
は
、
令
和
２
年
度
建
築
デ
ザ
イ

ン
科
10
月
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者　

障
が
い
を
お
持
ち
の
求
職
者

○
訓
練
期
間　

10
月
16
日
～
３
月
23
日

○
受
付
期
間　

８
月
17
日
～
９
月
11
日

○
選
考
試
験
日　

９
月
24
日

○
試
験
内
容　

数
学
、
国
語
、
面
接

◇
お
問
合
せ
先

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

☎
０
１
２
５-

52-
２
７
７
４

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科  

　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

８
月
２
日
（
日
）

　

林
病
院

 
(

☎
22-

５
１
８
８)

８
月
９
日
（
日
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院

 
(

☎
22-

１
３
０
８)

８
月
10
日
（
月
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
23-

８
８
１
１)

８
月
15
日
（
土
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
22-

２
４
４
７)

８
月
16
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

  
     

  (

☎
32-

３
４
５
５)

８
月
23
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
     

   
(

☎
21-

４
５
７
０)

８
月
30
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
48-

５
０
０
０)

※ 

余
市
協
会
病
院(

23-

３
１
２
６)

に
は
、

常
時
日
直
に
医
師
が
お
り
急
患
に
限
り

診
療
い
た
し
ま
す
。

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

 

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科



2020.8 広報ふるびら13

くらし／投稿

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

曇
り
空
す
み
絵
の
如
く
な
だ
ら
か
に
幻
想
的
で
思
い
を
は
せ
る�

小
山
内　
い
お
子

校
庭
の
桜
満
開
見
る
子
ら
の
居
な
い
校
舎
が
子
ら
を
待
ち
て
か�

斎　
藤　
睦　
子

ゆ
っ
く
り
と
あ
た
り
染
め
つ
つ
鮮
や
か
に
花
は
咲
き
た
る
水
仙
の
揺
れ�

坂　
本　
信　
子

八
重
桜
雪
舞
ふ
ご
と
く
花
び
ら
は
白
詰
草
に
や
さ
し
く
積
も
る�

佐
々
木　
と
も
子

足
元
の
小
さ
き
花
々
愛
ら
し
く
色
の
違
ひ
も
強
く
目
に
付
き�

田　
中　
香　
苗

作
り
た
て
巣
箱
と
り
つ
け
餌
台
に
群
れ
と
ぶ
雀
窓
よ
り
見
を
り�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

太
陽
に
抗
が
う
如
く
水
を
打
つ

風
鈴
の
鳴
ら
ぬ
日
続
き
海
は
凪

沖
ッ
波
立
ち
て
風
鈴
外
し
け
り

�

渡　
辺　
嘉　
之

目
鼻
立
ち
よ
き
漢
ら
の
日
焼
か
な

夏
風
邪
の
怖
れ
て
居
れ
ず
紅
を
差
す

空
蝉
や
庭
の
小
枝
に
す
つ
る
や
に

�

室　
谷　
弘　
子

童
ら
が
岩
か
ら
飛
び
交
ふ
夏
の
海

ほ
ろ
酔
の
頬
に
伝
わ
る
氷
雨
か
な

鮮
や
か
な
入
道
雲
と
地
平
線

�

吉　
田　
金　
治

美
人
画
の
団
扇
の
裏
へ
五
七
五

夏
布
団
軽
く
叩
い
て
空
青
し

画
の
少
女
微
笑
ん
で
い
る
昼
寝
覚
め

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より ～よい本で　美しい心　強い心～

　公益財団法人　北海道青少年育成協会では青少年がよい本で強く美しい心を持ち、健やかに成長す

ることを願い「北海道青少年のための200冊」を選定しており、その目録が毎年、全道の小・中学校

や図書館などに配付されています。

　今年度選定された目録が文化会館図書室に届きました。前年度から引き続き掲載されている図書の

ほか新たに43冊が選定されています。200冊すべてが掲載されているリストと、今年度新たに加わっ

た43冊を紹介するリストがありますので、興味のある方はぜひ文化会館図書室にお立ち寄りください。

 図書館司書　永井
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町の人口と世帯数
� 前月比

人　口� 2,932人�（－９）

　男� 1,379人�（－２）

　女� 1,553人�（－７）

世帯数�1,730世帯�（－３）

上記のうち

外国人� 53人�（�0�）

　男� 6人�（�0�）

　女� 47人�（�0�）

令和２年６月末日現在
住民基本台帳人口
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少年少女わんぱく王国開校
　今年度の少年少女わんぱく王国が
６月27日に開校し、小学３～６年
生の児童13人が参加しました。参
加職員の紹介後、赤組と白組に分か
れ戦うチーム戦としていくつかの競
技を行いました。
　じゃんけんをしながら相手チー
ムの選手を抜いていき、ゴールに
シュートを決める『じゃんけんサッ
カー』では、必死に最後までたどり
着いても、約10ｍの距離からキー
パーのいないゴールへのシュートが
なかなか決められず、互いに苦戦し
ていました。その後、『しょうがい
物リレー』や『鬼ごっこ』などで盛り上がりました。参加した本間嵩敏くんは「久しぶりの運動で
したが、サッカーがとても楽しかったです」と話してくれました。わんぱく王国は、運動に限らず
年間を通じさまざまな活動を行っています。対象は小学３～６年生までで随時参加者を募集してい
ます。参加希望の方はＢ＆Ｇ海洋センター（42-2300）までご連絡ください。

　古平町教育委員会主催の水泳教室が全４
回の日程で７月６日から始まりました。水
泳教室は、小学生が対象で参加者３人ごと
にコーチが１人つき、個人のレベルに合わ
せた指導を行います。準備運動をすませる
と、児童たちはとても楽しそうにプールに
入っていき、水に慣れる練習やバタ足、ビー
ト板での練習など休憩を含み１時間取り組
みました。日程の最終日には、それぞれの
実力を測る検定も行われていました。参加
者の茂野愛礼さんは「クロールなどを泳い
で楽しかったです」と話していました。

水泳教室
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